
毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ

い
。

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま

す
。
 

4' 

全
長
一
一
＋
五
メ
ー
ト
ル
、
八
コ
ー
ス
の
大き
な
プ
ー
ル
に
、
 

始
め
て
入
っ
た
、
 一
年
生
。
 

今
日
は
、
 ヲ
ー
ル
探
険
」
の
日
です
。
 

「ワ
ア
、
し
ゃ
つ
こ
い
ノ
」
の
歓
声
と
と
も
に
、も
う
泳
ぎ始
 

め
る
子
も
い
ま
す
。
 

い
よ
い
よ
夏
。
う
ん
と
遊
ん
で
、た
く
ま
し
い
一
年
生
に
 

な
り
ま
し
ょ
っ
。
 

（五
所
川
原
小
学
校
）
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毎
日
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す

わ
ヅ
広
い
な
/

全
長
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
八
コ
ー
ス
の
大
き
な
プ
ー
ル
に
、

始
め
て
入
っ
た
、

一
年
生
。

今
日
は
、

テ

ー
ル
探
検
」
の
日
で
す
。

「ワ
ァ
、
し
ゃ
っ
こ
い
/」

の
歓
声
と
と
も
に
、
も
う
泳
ぎ
始

め
る
子
も
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
夏
!。

う
ん
と
遊
ん
で
、
た
く
ま
し
い
一
年
生
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

(

五
所
川
原
小
学
校
)
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時
代
は
高
度
技
術
革
新
の
と
き
 

'J
 
J
 

一
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
は
、
 

そ
れ
に
応
え
ま
す
。
 

今
、
産
業
界
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
 

等
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、
産
業
構
造
が
、
根
本
か
ら
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

あ
ら
ゆ
る
技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
、
実
践
技
術
者
（
テ
ク
 

ー
ー
シ
ャン
干
ピ
ン
ー
ー
ア
）の
育
成
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
 

今
日
は
、
誘
致
企
業
・
地
場
産
業
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目

ざ
す
、
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
（
市
内
飯詰
）
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
 

ゾ
ー
 

校
舎
は
、
東
に
、
優
美
な
賛

珠
山
系
を
、
西
に
、
秀
峰
岩
木

山
山
な
み
を
望
む
、
環
境
抜
群

の
、
市
内
飯
詰
地
区
の
高
台
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
四
月
、
職
業

能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
、
 

青
森
県
で
唯
一
の
、国
（
労働
省

所
管
、
雇
用
促
進
事
業
団
）
が

設
置
運
営
す
る
、
二
年
制
の
工

学
系
短
期
大
学
校
と
し
て
設
立

し
た
も
の
で
す
。
 

教
育
の
特
徴
 

〇
全
学
科
に
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
 

タ
に
関
す
る
学
科
目
と
、
実
習

の
履
修
が
あ
り
ま
す
。
 

〇
一
学
科
二
十
名
、
三
十
名

の
少
人
数
教
育
方
式
。
ゼ
ミ
ナ
 

ー
ル
や
、
卒
業
研
究
で
は
、
更

に
小
グ
ル
ー
プ
の
研
究
室
単
位

と
な
り
、
ま
さ
に
、
マ
ン
ツ

ー
 

マ
ン
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

〇
最
新
の
機
器
・
測
定
器
を

使
っ
た
実
験
・
実
習
を
多
く
取
 
 り

入
れ
、
最
先
端
技
術
の
産
業

界
に
お
い
て
も
、
即
戦
力
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
業
績
豊
か
な
教
官
に
よ
る

教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
 

労
働
省
所
管
の
ため
、
私
立

大
学
や
専
門
学
校
と
比
較
して

授
業
料
が
安
い
。
国
公
立
大
学

と
比
較
し
て
も
約
三
分
の
一
。
 

地
域
へ
の
貢
献
 

〇
一
般
の
職
場
の
在職
者
を
 

学 

費 

【
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そ
れ
に
応
え
ま
す
。

今
、
産
業
界
は
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

等
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、
産
業
構
造
が
、
根
本
か
ら
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
、
実
践
技
術
者

(
テ
ク

二
シ
ャ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
)
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

今
日
は
、
誘
致
企
業

・
地
場
産
業
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目

ざ
す
、
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

(市
内
飯
詰
)
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

り
入
れ
、
最
先
端
技
術
の
産
業

界
に
お
い
て
も
、
即
戦
力
の

エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
腕
で
き
る

よ
う
業
緒
豊
か
な
教
官
に
よ
る

教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

副
司
川
〕

労
働
省
所
管
の
た
め
、
私
立

大
学
や
専
門
学
校
と
比
較
し
て

授
業
料
が
安
い
。
国
公
立
大
学

と
比
較
し
て
も
約
三
分
の

一。

校
合
は
、
東
に
、
優
美
な
党

珠
山
系
を
、
西
に
、
秀
峰
岩
木

め
山
な
み
を
望
む
、
環
境
抜
群

一の
、
市
内
飯
詰
地
区
の
高
台
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

両
閣
閣
い]

O
全
学
科
に
、
コ

ン
ピ
ュ

ー

タ
に
関
す
る
学
科
目
と
、
実
習

の
履
修
が
あ
り
ま
す
。

O

一
学
科
二
十
名
1
三
十
名

の
少
人
数
教
育
方
式
。
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
や
、
卒
業
研
究
で
は
、
更

に
小
グ
ル
ー
プ
の
研
究
室
単
位

と
な
り
、
ま
さ
に
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
ま

す。
O
最
新
の
機
器

・
測
定
器
を

使
っ
た
実
験

・
実
習
を
多
く
取

両
凶
什
〕

昭
和
五
十
九
年
四
月
、

職
業

能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
、

青
森
県
で
唯

一の
、国
(労
働
省

所
管
、
雇
用
促
進
事
業
団
)
が

設
置
運
営
す
る
、
二
年
制
の
工

学
系
短
期
大
学
校
と
し
て
設
立

し
た
も
の
で
す
。
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小グループのマンツーマン教育 

人
権
擁
護
委
員
 

本
市
よ
り
二
人
表
彰
 

加歳になったら 

国民年金に 

加入しましょう 

ん
 

さ
 

馬
 

対
 

高橋さん 

対
象
に
、
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
 

の
開
講
。
 

〇
五
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳

未
満
の
方
を
対
象
に
、
マ
ス
タ
 

ー
コ
ー
ス
（
高
齢
者
職
業
能
力

開
発
援
助
事
業
）
の
開
講
。
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

は
、
私
達
の
地
域
に
密
着
し
た

教
育
機
関
で
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、大
学
校
 
 

で
開
講
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
に
、
 

積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
を
磨

き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
当
短
期
大
学
校
で
は

会
社
等
の
、
社
員
研
修
の
場
と

し
て
の
、
活
用
も
奨
め
て
い
ま

す
。
 

何
よ
り
も
、
技
術
者
と
し
て

活
躍
す
る
、
意
欲
あ
る
若
者
へ

期
待
し
て
い
ま
す
。
 

法
務
局
は
、
青
森
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
総会
の
席
上
に

お
い
て
二
十
五
名
を
表
彰
し
ま

し
た
。
 

◇
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰
 

▽
対
馬
郁
夫
氏
（六
十
二
歳
）
 

市
内
松
島
町

◇
仙
台
決
務
局長
表
彰
 

▽
高
橋
武
一
氏
（
六
十
八
歳
）
 

市
内
藻
川

お
二
人
は
、
長
年
の
人
権
擁

護
と
人
権
思
想
の
普
及
高揚
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
の

安
定
を
保
障
し
、
暮
ら
し
を
支

え
て
く
れ
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
ま
た
、
国
民
年
金
は
思
わ

ぬ
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
ゃ
、
 一
家
の
働
き
手

を
失
っ
た
と
き
に
も
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

老
後
の
、
そ
し
て
い
ざ
と
い
 

近
年
、
コ
バ
ネ
イ
ナ
ゴ
が
急

増
し
、
農
作
物
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
0
当
市
に
お

い
て
も
、
共
同
一
斉
防
除
を
実

施
す
る
防
除
協
議
会
（
寺
田
久

司
会
長
）
が
四
月
一
日
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
 

イ
ナ
ゴ
防
除
は
農
家
個
々
に

農
薬
撤
布
を
し
て
も
余
り
効
果

が
上
ら
な
い
た
め
、
 一
定
地
域

を
一
定
期
間
内
で
実
施
さ
せ
る

必
要
上
、
市
役
所
・
農
協
・
共

済
組
合
が
一
体
と
な
り
、
防
除

経
費
は
全
て
三
団
体
が
拠
出
す
 
 

う
と
き
の
た
め
に
、
二
十
歳
に

な
っ
た
ら
必
ず
国
民
生
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
学
生
も

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
す
べ
て
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
 

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
に

よ
る
年
金
相
談
が
 

〇
毎
月
 
第
二
・
四水
曜
日

一
〇
一
三
〇

、
 

一
四
一
〇
〇

〇
産
経
会
館
五
階
 

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
 
国
保
年
金
課
 

（内
線
 
二
五
八
・
二
六
五）
 

！
ー

I
I
I
，
・
 

イ
ナ
ゴ
の
一

斉
防
除
を

実
施
し
ま
す
 

●

●
●

！

I
!
 

る
こ
と
で
合
意
決
定
が
な
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

防
除
時
期
は
七
月
十
七
日

、
 

十
八
日
ま
で
と
し
、
各
部
落
防

除
班
が
こ
れ
に
当
た
る
も
の
で

す
。
 

ま
た
、
毘
沙
門
・
中川
・
松

島
の
一
部
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
 

ー
に
よ
る
空
中
撤
布
で
防
除
す

る
予
定
も
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、防
除
班
長
、ま
た

は
農
業
共
済
組
合
（
か
⑩
二
」
一

二
六
）
ま
で
間
い
合
わ
せ
て
下
 

さ
い
。
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対
象
に
、
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

の
開
講
。

O
五
卜
五
歳
か
ら
六
十
五
歳

未
満
の
方
を
対
象
に
、
マ
ス
タ

ー
コ

l
ス

(高
齢
者
職
業
能
力

開
発
援
助
事
業
)
の
開
講
。

で
開
講
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
に
、

積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
を
磨

き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
当
短
期
大
学
校
で
は

会
社
等
の
、
社
員
研
修
の
場
と

し
て
の
、
活
用
も
奨
め
て
い
ま

す。
何
よ
り
も
、
技
術
者
と
し
て

活
路
す
る
、
意
欲
あ
る
表
者
へ

期
待
し
て
い
ま
す
。

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

は
、
私
達
の
地
域
に
密
着
し
た

教
育
機
関
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
大
学
校

人
権
擁
護
委
員

本
市
よ
り
二
人
表
彰

明るい校舎

対馬さん

法
務
局
は
、
青
森
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
総
会
の
席
上
に

お
い
て
二
十
五
名
を
表
彰
し
ま

し
た
。

。
全
国
人
権
擁
護
委
員
述
合
会

長
表
彰

マ
対
馬
郁
夫
氏

(
六
十
二
歳
)

市
内
松
島
町

。
仙
台
決
務
局
長
表
彰

マ
高
橋
武

一
氏

(六
十
八
歳
)

市
内
務
川

お
二
人
は
、
長
年
の
人
権
擁

護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高橋さん

小グループのマンツーマン教育

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
の

安
定
を
保
障
し
、
暮
ら
し
を
支

え
て
く
れ
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
ま
た
、
国
民
年
金
は
思
わ

ぬ
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
ゃ
、

一
家
の
働
き
手

を
失

っ
た
と
き
に
も
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
後
の
、

そ
し
て
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
て
ト
歳
に

な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
学
生
も

平
成
三
年
四
月

一
円
か
ら
は
、

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
す
べ
で
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
に

よ
る
年
金
相
談
が

O
毎

月

第

二

・
阿
水
曜
日

一O
一一一一0
1
一
四
一
0
0

0
産
経
会
館
五
階

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜

(内
線

二
五
八

・
二
六
五
)

••••••••••••• イ
ナ
コ
の
一
斉
防
除
を
実
施
し
ま
す

••••••••••• 
る
こ
と
で
合
意
決
定
が
な
さ
れ

た
も
の
で
す
。

防
除
時
期
は
七
月
十
七
円
1

卜
八
日
ま
で
と
し
、
各
部
落
防

除
班
が
こ
れ
に
当
た
る
も
の
で

す。

近
年
、
コ
パ
ネ
イ
ナ
ゴ
が
急

増
し
、
農
作
物
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
に
お

い
て
も
、
共
同

一
斉
防
除
を
実

施
す
る
防
除
協
議
会

(寺
田
久

司
会
長
)
が
同
月

一
日
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

イ
ナ
ゴ
防
除
は
農
家
個
々
に

由
民薬
撒
布
を
し
て
も
余
り
効
果

が
上
ら
な
い
た
め
、

一
定
地
域

を

二
疋
期
間
内
で
実
施
さ
せ
る

必
要
上
、
市
役
所
・
農
協

・
共

済
組
合
が

一
体
と
な
り
、
防
除

経
費
は
全
で
三
同
体
が
拠
出
す

ま
た
、
毘
沙
門

・
中
川

・
松

島
の
一
部
で
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
空
中
撒
布
で
防
除
す

る
予
定
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
防
除
班
長
、ま
た

は
農
業
共
済
組
合

(宮
@
二
三

二
六
)
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
下

さ
い
。

3 



（
善意
の
花
か
ご

）
 

い
ざ
ノ
・
と
い
う
と
き
は
 

ー
高
講
器
消

火
器

講
習
会

ー
 

川 

柳 

●
 
私

の
風
景
  
⑩
 

エ
 
藤
 
邦
 

昭
さ
ん
 

一
市
内
寺
町

六
）
 

「記
憶
に
残
る
夜

景
」
 

津
軽
に
い
る
と
、
ど
こ
か
ら

で
も
見
え
る
岩
木
山
。
特
に
当

市
か
ら
の
姿
は
私
ば
か
り
で
な
 

く
一
番
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

昔
、
夜
、
青
森
か
ら
の
帰
り

普
段
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
下
り
 

坂
で
、
あ
ま
り
景
色
な
ど
見
な

い
狼
野
長
根
の
山
か
ら
の
夜
景

を
見
た
と
き
だ
っ
た
。
平
野
の

中
の
、市
内
の
灯
の
中
に
、ユ
ラ

リ
ユ
ラ
リ
と
火
災
の
よ
う
な
炎

が
加
わ
り
、
異
様
な
感
じ
で
あ

っ
た
。そ
れ
以
後
、
夜
通
る
時
は

気
を
つ
け
て
見
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
年
々
街
の
灯
の
輪
が
大

き
く
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
住

宅
建
設
が
郊
外
へ
の
び
て
い
る

の
が
一
目
瞭
然
。
夜
景
を
は
じ

め
て
見
た
と
き
の
火
災
の
事
で

あ
る
が
、
山
か
ら
見
た
時
は
下

平
井
町
の
方
面
だ
と
思
っ
て
市

内
に
入
っ
て
く
る
と
、
な
ん
と

家
の
す
ぐ
近
く
だ
っ
た
。
寺
町

界
隈
で
頻
繁
に
火
事
が
あ
っ
た

頃
の
話
で
あ
る
。
 

近
頃
は
、
ネ
オ
ン
の
各
色
も

加
わ
り
、
昔
よ
り
ず
っ
と
カ
ラ

フ
ル
に
な
っ
て
き
た
。
 

六
月
十
九
日
、福
山
第
一
（
石

岡
浩
会
長
）
第
一
一
（工
藤
由
衛

会
長
）
長
生
会
で
は
、
市
消
防

署
員
を
講
師
に
、
消
火
器
に
よ

る
消
火
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
 

身
近
に
あ
る
消
火
器
の
、
正

し
い
使
い
方
を
知
る
こ
と
で
、
 

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
、
と
あ
っ
て
、
会
員
達
は

真
剣
そ
の
も
の
。
使
い
慣
れ
な

い
消
火
器
も
、
も
う
大
丈
夫
。
 

い
ざ
と
い
う
と
き
、
慌
て
ず
 
 

素
早
く
消
火
を
行
う
た
め
に
は

日
頃
の
、
こ
う
い
う
訓
練
が
大

切
な
ん
で
す
ね
。
 

〇
消
火
器
の
使
い
方
 

①
ピ
ン
を
ぬ
く
。
 

②
ホ
ー
ス
の
先
端
を
持
つ
。
 

③
低
い
姿
勢
で
、
バ
ル
ブ
を
握

り
、
噴
射
し
な
が
ら
火
に
近
づ

く
。
 

※
あ
く
ま
で
初
期
消
火
に
限
る

の
で
、
火
が
大
き
く
な
っ
て
危

険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
逃
げ
、
 

一
一
九
番
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。
 
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

勇 
退 
Q) 

花 
道 
も 
な 
し、 
ノ」、 

長商 
一 し、 
良月 

は
ま
な
す
の
過
去
匂
わ
せ
て
北

の
涯
 

北
 
歩
 

人
情
に
脆
く
崩
れ
る
岩
で
い
る
 

雨
 
読
 

ミ
ニ
の
膝
覆
う
ハ
ン
カ
チ
の
花

模
様
 

枯
 
葉
 

老
妻
も
ス
カ
ー
ト
に
す
る
夏
の

風
 

山
 
竿
 

仲
裁
に
出
て
両
方
に
噛
み
つ
か

れ
 

ふ
み
を
 

＠
社
会
福
祉
へ
 

〇
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合
（
山
口
孝
夫
理
事
長
）
廿
水
道
デ
ー
の
収
益
 

,
 

~私
の
風
景
…

工

「記
憶
に
残
る
夜
景
」

津
軽
に
い
る
と
、
ど
こ
か
ら

で
も
見
え
る
岩
木
山
。
特
に
当

市
か
ら
の
姿
は
私
ば
か
り
で
な

く
」
書
で
は
な
い
か
と
思
う
。

A
H
、
夜
、
中
げ
森
か
ら
の
帰
り

普
段
は
曲
が
り
く
ね

っ
た
下
り

⑫ 
藤

邦
昭
さ
ん

(市
内
寺
町
六
)

坂
で
、
あ
ま
り
M
M
色
な
ど
兄
な

い
娘
肝
長
恨
の
山
か
ら
の
夜
去

を
兄
た
と
き
だ

っ
た
。
平
野
の

中
の
、
市
内
の
灯
の
中
に
、
ユ
ラ

リ
ユ
ラ
リ
と
火
災
の
よ
う
な
炎

が
加
わ
り
、
異
様
な
感
じ
で
あ

っ
た
。そ
れ
以
後
、
夜
通
る
時
は

気
を
つ
け
て
見
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
年
々
街
の
灯
の
輪
が
大

き
く
広
が

っ
て
き
て
お
り
、
住

宅
建
設
が
郊
外
へ
の
び
て
い
る

の
が

一
目
瞭
然
。
夜
景
を
は
じ

め
て
見
た
と
き
の
火
災
の
ポ
で

あ
る
が
、

山
か
ら
見
た
時
は
下

平
井
町
の
方
面
だ
と
思

っ
て
市

内
に
入

っ
て
く
る
と
、
な
ん
と

家
の
す
ぐ
近
く
だ

っ
た
。
寺
町

界
隈
で
頻
繁
に
火
市
が
あ

っ
た

頃
の
話
で
あ
る
。

近
頃
は
、
ネ
オ
ン
の
各
色
も

加
わ
り
、
昔
よ
り
ず

っ
と
カ
ラ

フ
ル
に
な

っ
て
き
た
。

い
ざ
/
と
い
う
と
き
は

-
d縄
問
消
火
器
講
習
会
ー

六
月
十
九
日
、
福
山
第

一
(
石
素
早
く
消
火
を
行
う
た
め
に
は

岡
浩
会
長
)
第
二

(
工

藤

由

衛

円

頃

の
、
こ
う
い
う
訓
練
が
大

会
長
)
長
生
会
で
は
、
市
消
防
切
な
ん
で
す
ね
。

署
員
を
講
師
に
、
消
火
器
に
よ

O
消
火
器
の
使
い
方

る
消
火
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
①
ピ
ン
を
ぬ
く
。

た

。

②

ホ

l
ス
の
先
端
を
持
つ
。

身
近
に
あ
る
消
火
掃
の
、
正
③
低
い
姿
勢
で
、
バ
ル
ブ
を
握

し
い
使
い
方
を
知
る
こ
と
で
、
り
、
噴
射
し
な
が
ら
火
に
近
づ

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
く
。

き
る
、
と
あ

っ
て
、
会
員
達
は

其
剣
そ
の
も
の
。
使
い
慣
れ
な

い
消
火
器
も
、
も
う
大
丈
夫
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
慌
て
ず

※
あ
く
ま
で
初
期
消
火
に
限
る

の
で
、
火
が
大
き
く
な

っ
て
危

険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
逃
げ
、

一
一
九
番
へ
通
報
し
て
ド
さ
い
。

困
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種目川
柳
岩
木
吟
社

勇
退
の
花
道
も
な
い
小
商
い
長

一
朗

は
ま
な
す
の
過
去
匂
わ
せ
て
北

の

涯

北

歩

人
情
に
脆
く
崩
れ
る
持
で
い
る

雨

読

ミ
一一
の
膝
覆
う
ハ
ン
カ
チ
の
花

慎

様

枯

葉

老
妻
も
ス
カ
ー
ト
に
す
る
夏
の

民

l

竿

仲
裁
に
出
て
両
方
に
噛
み
つ
か

れ

ふ

み

を

」
プ

f

J

一、--V

ぷ
々
帆
ヤ

善
意
の
桔
か
ご

@
社
会
福
祉
へ

O
西
北
五
管
工
事
業
協
同
組
合

(山
門
孝
夫
理
事
長

)
H
水
道
デ
l
の
収
益
金
、
主
万
四
千
円



,
 

審
査
の
結
果
、
第
一
高
校
が

台
湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に

し
ま
し
た
。
 

発
表
内
容
は
、
ど
の
学
校
も

楽
し
い
も
の
ば
か
り
。
 

●

農
林
高
校
で
は
、
オ
レ
タ
チ
 

（オ
レ
ン
ジ
と
『
カ
ラ
タ
チ
か

ら
生
ま
れ
た
、
お
い
し
い
果
物
）
 

な
ど
、
今
は
農
作
物
も
バ
イ
オ

の
時
代
。
農
業
を
会
社
経
営
に

し
て
農
家
は
会
社
員
と
な
る
ー
 

●

工
業
高
校
で
は
、
人
の
住
む

中
心
街
を
郊
外
に
。
中
心
地
に

は
、
地
上
八
千
メ
ー
ト
ル
の
ド
 

ー
ム
を
つ
く
り
、
ド
ー
ム
内
工

場
で
つ
く
る
ゴ
ミ
、
水
、
土
等

か
ら
の
肥
料
は
、
郊
外
の
緑
地

へ
ー
 

一
 

●

五
所
川
原
高
校
は
、
青
森
独

立
国
家
宣
言
。
自
給
自
足
。
正

調
津
軽
弁
放
送
局
。
縄
文
映
画

村
。
虫
お
く
り
と
リ
オ
の
カ
ー
 

ニ
バ
ル
の
共
催
ー
 

●

そ
し
て
、
第
一
高
校
の
、
一
一

階
建
て
都
市
の
建
設
0
地
上
に

は
商
店
街
、
み
ど
り
の
広
場
、
 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
、
地
下

に
は
一
流
企
美

〈
社
、工
場
、
 

す
べ
て
働
く
環
境
を
つ
く
る
と

い
う
も
の
。
空
と
ぶ
救
急
車
。
 

動
く
歩
道
（
老
人
用
）
ー
 

な
ど
、
夢
は
果
て
し
な
く
大
き

く
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
 

五
所
川
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

（
原
田市
太
郎
会
長
）
の

婦
人
部
で
は
、
七
月
一
日
、
市

中
央
公
民
館
で
、
健
康
ァ
ド
バ

イ
ザ

ー
の
相
馬
ふ
さ
え
先
生
を

お
招
き
し
て
「
私
の
生
き
が
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を開
催
し
ま
し
た
。
 

発
表
者
五
名
の
皆
さ
ん
は
、
 

そ
の
発
表
の
中
で
、
人
と
の
楽

し
い
お
つ
き
合
い
の
中
で
こ
そ
、
 

本
当
の
幸
福
を
感
じ
て
い
る
と
、
 

結
ん
で
い
ま
す
。
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
馬
先
生

も
、
健
康
で
楽
し
い
生
活
の
た

め
に
、
積
極
的
に
、
自
分
か
ら

外
へ
出
て
、
人
と
つ
き
合
う
こ

と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
 

一
舞
夢彰
獅
 

H

私
の
生
き
が

い
メ
ッ
セ
ー
ジ

ー
 

興
 

相馬先生のお話に 

思わず、明るい笑いが―。 
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夢・五所ノIノ原 
rリストラー21iで発表 

五所川原青年会議所（天内義秋理事長）主催0工

リストラ-21 (21世紀に向けて、五所川原を再び活

力あるまちに）には、市内 6高校、30人が参加。 

高校生が描く 「未来の五所川原」 の発表会力断テわ

れました。 

第2回 
グラウンドゴルフフェスティバル 

(6月28日）の成績は次のとおりです。 
＠団体の部レ①みどりクラブAチーム 267打数

②北辰クラブチーム 272打数③花咲チーム 

278打数④みどり町皆楽会チーム 279打数

⑤ラッコチーム 280打数⑥若草Aチーム 285 

打数（以上五所川原） ）敢闘賞…あじ丸チー 

ム（鯵ケ沢町）、平成チーム（板柳町）。 

＠個人の部＞①長尾美秋（若草B) 42打数②対

馬盛弥（ラッコ）47打数③高江亮子（みどり

クラブA) 48打数 

⑥ホールインワン賞レ竹林京子、鈴木順一、中

村隆太郎、今秀子、阿保るみ子、福土ミエ、 

黒川保隆、鳴海文明、石戸谷サチ、高江亮子、 

村川和美、対馬盛弥、前田栄司、吉崎芳昭、 

長尾美秋（以上16名） 

五所'JI源老人クラブ連合会理事名簿 

役職名 地域・町名 クラブ名 氏 	名 電 話 

会 長 千鳥八重菊 八千誉会 原田市太郎 35-3430 

副会長 旭 	町 旭 老 会 千葉 勝鹿 35一1422 

副会長 桜 	田 寿 生 会 ．笠井 勝義 36一2005 

副会長 姥 	落 亀竜寿会 平山末四郎 35-3386 

副会長 婦人部部長 木村 カチ 35-5018 

理 事 敷 島 町 愛 生 会 鶴谷 芳富 35一7516 

理 事 柏 原 町 柏 生 会 蒔苗米三郎 34一2542 

理 事 川 端 町 永 楽 会 池田金四郎 35一4631 

理 事 吹 	畑 長 生 会 寺田辰三郎 35一3975 

理 事 羽野木沢 羽 衣 会 阿部 転吉 29一2564 

理 事 俵 	元 若 竹 会 三上 卓司 29一2045 

理 事 中 	泉 長 寿 会 佐々木善吉 28一2626 

理 事 上鶴ケ丘 鶴 寿 会 長尾 勝治 36一2716 

理 事 飯 	詰 明 生 会 山口 賢吉 37一2148 

理 事 神 高 砂 会 松野 憲一 29-3353 

理 事 太 刀 打 第二喜楽会 山田 	実 35一3302 

監 事 毘 沙 門 愛 寿 会 北川要次郎 36一3028 

監 事 松 野 木 松 寿 会 29-3993 清野 秀一 

監 事 松 島 町 松 鶴 会 山谷 清知 35-8275 

理事会計 鎌 谷 町 安 楽 会 松橋喜美雄 35一7429 

夢・五所川原
「リストラー21Jで、発表

五所川原青年会議所 (天内義秋理事長)主催の、

リストラ-21 (21世紀に向けて、五所川原を再び活

力あるまちに)には、市内 6高校、30人が参加。
高校生が描く 「未来の五所川原」の発表会が行わ

れました。

審
査
の
結
果
、
第

一
高
校
が

台
湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に

し
ま
し
た
。

発
表
内
容
は
、
ど
の
学
校
も

楽
し
い
も
の
ば
か
り
。

-
農
林
高
校
で
は
、
オ
レ
タ
チ

(オ
レ
ン
ジ
と
、
カ
ラ
タ
チ
か

ら
生
ま
れ
た
、
お
い
し
い
果
物
)

な
ど
、
今
は
農
作
物
も
バ
イ
オ

の
時
代
。
農
業
を
会
社
経
営
に

し
て
門
出
家
は
会
社
員
と
な
る
|
0

・
工
業
高
校
で
は
、
人
の
住
む

中
心
街
を
郊
外
に
。
中
心
地
に

は、

地
上
八
千
メ
ー
ト
ル

の
ド

ー
ム
を
つ
く
り
、
ド
ー
ム
内
工

場
で
つ
く
る
ゴ
ミ
、
水
、
上
等

か
ら
の
肥
料
は
、
郊
外
の
料
地

へ
10

-
五
所
川
原
高
校
は
、
青
森
独

立
国
家
宣
つ
。
自
給
自
足
。
正

調
津
軽
弁
放
送
局
。
純
文
映
画

村
。
虫
お
く
り
と
リ
オ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
の
共
催

。

-
そ
し
て
、
第

一
高
校
の
、

二

階
建
て
郎
市
の
建
設
。
地
上
に

は
商
庖
街
、
み
ど
り
の
広
場
、

ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
等
、
地
下

に
は
4

流
企
業
会
社
、
工
場
、

す
べ
て
働
く
環
境
を
つ
く
る
と

い
う
も
の
。
空
と
ぶ
数
急
唱
o

e

動
く
歩
道

(主
人
用
)
。

な
ど
、
少
は
果
て
し
な
く
大
き

く
裂
し
い
も
の
で
し
た
。
業
川

第2回
グラウンドゴルフフェスティバル
(6月28日)の成様は次のとおりです。
。団体の部[>① みどりクラブAチーム 267打数

②.-It辰 クラブチーム 27UJ数③花咲チーム

278打数④みどり 町皆~会チーム 279打数

⑤ ラ yコチーム 2801J数 ⑥才千平Aチーム 285 

打数 (以上h所川原) [>欣闘賞・・・あ じ丸チー

ム (鯵ケ沢町)、予成チーム(板材11I1IT)。

。個人の部[>①長尾美秋(1'd，tB)42打数②対

x，'&儀弥 (ラッ コ) 47打数③尚江亮 f (みどり

クラブA)48打数

。ホールインワン賞 [>竹林J;(r-、鈴木}I阪，'，
村隆太郎、今秀子、 阿保るみ子、福 |二。ミエ、

JH川保隆、 I¥L¥海文明、石戸谷サチ、高江死一千、

村川手11 美、対，!~0!l，~弥、 lìíj 凹栄， ;J 、吉山奇 )jlli{、

長尾美秋 (以 U6::f'，)

一
11 共三容;

私ぷz-5
~ ::!:~~"Iぎ
き~，』
が ~!~ 弓 な;

メ
ツ

セ

ン
相馬先生のお話に

思わず、明るい笑いが一。

五
所
川
原
市
左
人
ク
ラ
ブ
述

人
H

会

(原
田
市
太
郎
会
長
)
の

財
人
部
で
は
、
七
川
‘
口
、
市

中
央
公
民
館
で、

健
康
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
相
馬
ふ
さ
え
先
生
を

お
招
き
し
て
「
私
の
生
き
が
い

メ
y
セ
l
ジ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
幹
引
丘
名
の
符
さ
ん
は
、

そ
の
発
表
の
中
で
、
人
と
の
楽

し
い
お
つ
き
合
い
の
小
で
こ
そ
、

本
当
の
幸
福
を
感
じ
て
い
る
と
、

結
ん
で
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
馬
先
生

も
、
健
康
で
楽
し
い
生
活
の
た

め
に
、
日
制
極
的
に
、
自
分
か
ら

外
へ
山
て
、
人
と
つ
き
合
う
こ

と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

五所川原老人クラブ連合会理事名簿
役職名 地域 ・町名 ク ラ ブ~ 氏 4円 '!'!J: al5 
会長 千，lb八電菊 八千 誉 会 白j点岡市太郎 35-3430 

/Jiil会長 旭 IU[ 旭右会 千葉勝!瓦 35-1422 

副会長 桜 ffl lf 生会 笠井勝J主 36-2005 

副会長 姥 t包 f色竜 J子会 手IIIAく四自1135-3386 

副会長 財人部部長 木村カチ 35-5018 

flj1 "1 !敬仏 11)[ 愛生会 鶴谷芳Uf35-7516 

f11!ι，~ 中内 jボ 111) 柏生会 d、干苗米三郎 34-2542 

f'l! 'J} )11 端 IIIJ永楽会 池111金問自1135-4631 

f1Jl ， ' ~ 吹 ~1l1 長生会 守111反三郎 35-3975 

f'l! ，~( ~~野木 iR 羽品〈会 阿部転市 29-2564 

.fI1! ー，( 依 7C 右竹会 二上 4i司 29-2045 

f'l! ， '~ J民 長身会 佐々木古子市 28-2626 

f'i! 'Ir l二在ijヶ1王 を1¥ ;/.1 会 長!毛 J勝ff;36-2716 
f1[! ， ~ç 飯 1急3上" ゆl生会 1111-.1賢Jf37-2148 

ff!! 'f.: trI' lli !日J 砂会 松野憲一 29-3353 

fll! 'J'; 太刀打 第二長楽会 Ili~1 :k 35-3302 

監事 f't!，沙門 愛寿会 北川安次郎 36-3028 

監事 松野木 松 lf 会 i吉野秀一 29-3993 

監事: 松島町 松級会 111谷山知 35-8275 

f11!'1(会JI鎌谷 IIIJ安楽会 松矯苦笑雄 35-7429 
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⑨
投
票
で
き
る
方
 

「
⑥
あ
な
た
の
投
票
所
 

・

あ
な
た
の
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
（
事前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。）
 

※
年
齢
要
件
 

昭
和
四
十
七
年
七

月
二
十
七
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。
 

※
住
所
要
件
 
平
成

四
年
四
月
七
日
以
前
に

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。
 

※
市
内
転
居
者
 
●
平

成
四
年
六
月
十
八
日
以
前
に
転
居

し
た
方
は
新
し

い
住
所
の
投
票
所
で
す
。
 

●

平
成
四
年
六
月
十
九
日
以
後
に
転
居

し
た
方
は
前
住
所
の
投
票
所
で
す
。
 

猫道 =7fr26H _醜磐鷲 
投票時間は午前7時～午後 

※五所川原市では、従来から「投票所入場券 を配布しておりません。次の年齢、住所要件に該当

される方は、ご近所お誘いのうえお気軽にあなたの投票所へお出掛けください。 

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 投
」引
 

一
野

坪

小
学

校
 

コ
ミ
ュ

一一
テ
イ
 

セ
ン
タ

ー
松
島
 

沖
飯
詰

小
学
校
 

コ
ミ
ュ

一一
テ
イ
 

セ
ン

タ
ー
中
川
 

栄
 

小
 
学
 

校
 

五
所

川
原
 

第
三
中
学

校
 

森
 

の
 
家
 

五
所

川
原
 

南
小
学
校
  

1
し
●
さ・
し士
‘
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
  

市

民
文

化
会

館
 

投
 
票
 
所
 

太
刀
打
 
一
野

坪

（石
畑
、

中
村
、

前
落

）
 
 

漆
川
（

十
川
町
、

漆
川
字

鍋
懸
七

七
ー
二

二
一
番
地
）
 
 

山
、

馬
性
 

沖
飯
詰
、

桜
田
 

吹
畑
、

米
田
、
石
岡
、

漆
川
、

唐
笠

柳
、

水
野
尾
、

金
 

長
橋
（
広
野
、

藤
島

）
川
山
、

種
井
 

姥
落
、

稲
実
、

湊
 

梅
田

（
一
部
）
 
 

七

ッ
館
、

広
田
、

み
ど

り
町
（

一
丁
目
ー
八

丁
目

）
 
 

田
川
、

長
橋
字
広
野

（
一
部
）
 
 

く
。）
新
宮
町
、

芭
蕉
、

新
宮

（
岡
田
、
松
元

）
蘇
鉄
、
 
 

若
葉

一
丁
目
ー
三
丁
目
全

域
（

但
し
第

2
投
票

区
を
除
 

沼
、

不
魚
住
）
  

栄
町
、

八
重
菊
、

田
町
、

新
町
、

元
町
、

平
和
町
（
蓮
 

六
の
七
、

十
五
、

若
葉

三
丁
目
一
番
、

十
三
番
 

町
、
柏
原
町
、

末
広
町
、

幾
島
町
、

錦
町
、

雛
田
（

さ

二
番
七

の
八
、

七

の
十

一
、
七
の
十

二
、
十
三
番
、

若

下
平
井

町
、

幾
世
森
、

中
平
井

町
、

L
平
井

町
、

敷
島

葉
二
丁
目

一
番
三
の
九
、
六
の
三
、

六
の
四
、
六
の
六
、
 
 

っ
き
町
、
東
雲
町

）
長
橋

字
橋
元
、

若
葉

一
丁
目
一
番
、
  

柳
町
、

大
町
、

小
曲
 

東
町
、

布
屋
町
、

寺
町
、

岩
木

町
、
本
町
、

旭
町
、

川
 

端
町
、

鎌
谷
町
、

鳥
森
、
 
一
ッ
谷
、

下
り
枝
、
弥
生
町
、
  

区
 

域
  

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 
段
mf

巨
 

梅
沢

コ
ミ
ュ

ニ
 

テ
イ

セ
ン

タ
ー
  

五
所
川
原
市
公
民
館

前
田

野
目
分
館
 

高
野
文
化
 

セ
ン

タ
ー
  

コ 

ノ、ュ

ウニ
ステ
原イ
子 

毘
沙
門
、

長
富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ

ー
  

松
野
木

小
学
校
 

コ 

セミ
ンコ
タニ 

I テ
長イ
橋 

コ
ミ
ュ

一一
テ
イ
 

セ
ン

タ
ー
飯
詰
 

藻

川
小
学
校
 

コ 

セミ
ンュ
タニ 

I テ
三イ

好 

高
瀬

集
会

所
 

松
 
島
 
会
 

館
 

投
 
票
 

所
 

梅
田
、

中
泉
 

前
田

野
目
 

高
野
、

持
子
沢
 

原
子
、

羽
野
木

沢
、

俵
元
 

毘
沙
門
、

長
富
 

松
野
木
、

戸
沢
 

野
里
、

神
山
、

福
山
、

豊
成
、

浅
井
 

飯
詰
、

下
岩
崎
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡
（

高
瀬

の
一
部

）
 
 

高
瀬
 

五
〇
番
地

）
 
（石
岡

字
藤
巻

一
一
ー
六
八
番
地

）
 
 

地
、

鳥
森

一
ニ
八
番
地
）
 
（
吹
畑
字
藤
巻
一

三
〇
ー

一
 

松
島
町
（

一
丁
目
ー
八
丁
目
）
田
園

町
（

鳥
森

三
九

番
 

区
 

域
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7月26日

※五所川原市では、従来ーから「投票所入場券J を配布しておりません。次の年齢、住所要件に該当

される方は、ご近所お誘いのうえお気軽にあなたの投票所へお出掛けください。

。
投
票
で
き
る
方

※
年
齢
要
件

j
i
-
--
M和
問
卜
七
年
仁
川
-

J

卜
じ
川
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。

※
住
所
要
件

ji---
平
成
問
年
間
川
仁
川
以
前
に
住
民
必
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
β
。

※
市
内
転
居
者
:
:
:
・
一平
成
問
年
六
パ
卜
八
日
以
前
に
転
居
し
た
方
は
新
し
い
住
所
の
投
票
所
で
す
。

-
平
成
問
年
六
川
ト
九
日
以
後
に
転
居
し
た
方
は
前
住
所
の
投
票
所
で
す
。

。
あ
な
た
の
投
票
所

-
あ
な
た
の
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。)

10 ι+~ 7 6 3 2 1 

ドド コ 栄 マし

里子 セミ 飯 セミ
第ミJ川原1庁 の

所 CLき 民
役禁 I 土、ド ンユ

"E1 t. 1 
ンユ JlI ニし 文

守二 タニ rf，i原 1ま
lテ lテ F二 セ イヒ

マ子ι 松 4 子 '1'イ f- '手
ノ 1;- II庁
タ

校 島 校 I11 校 校 家 校 館
十一 十一 ←一一一

太漆 山/1)¥ ドl' 長 ~t 侮七 回〈若 i百栄 六葉二つ回f-r柳端束
万川野 、畑 飯 t昔 治 聞ツ 川._9:fi 、田I の二 1ftき、'J! 町町田T
H~坪馬 J占 (館 、新一 不 じ「じ田[柏jt

卜 ~ 11米 広 稲 ー 長宮丁 魚八 、nの、原田I 大鎌布
川石 回 桜 里T 実部広 縞町11 住重 l一八寺町、 田I谷屋 lズ
田I畑 田 )回 字、 l )焔 五盤、 、幾 、町田I
、、
石

厳島
{奏 広芭三 、三 七喧末世

漆111付中
問 み 野蕉「 国 才?のの長広森 幽九二子

ど ( 、口 )1¥;九卜橋田T 森田I
子 j奈 111 一新全 で 、‘、中

鍋前 111 山 同[ 部宮城 新 r六、字幾'J! 4 岩

懸t自 円のヒ幡島11 ツ木
七) !者 額 問但 一三の 7C町田T 谷町
じ 笠 井 回し JC 1ft _.~卜
相P n 、第 田I 、ハー若錦上 F本

松 2 1・のて竺四I平 り岡I
水 ;eij( 平 三円土丁、11' t主 I或
!t 、J 区il¥i 有l番し二H雛町 、旭

番 尾
蘇欽を

ハ1ft一回 弥田I
I也 の、敷 生、
) 

金 、除 蓮
Jぺ」若骨"L(さ品 聞い|

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 fl斗k止延

侮

撃首f7t目公九7 
高 コ コ5|必 |コ コ 2車 コ 高 Fよ

テr尺 里子 、、 三 里子セ ミ セミ }II セミ j頼 J生
イコ 文 ノ、二L ニ門木ン ユ ンユ ンユ 島
セミ セ化 ウニ ァイ 、 ノh ー- タニ タニ 集 "可r、z
ンユ

1長
/ ステ 七長小 |テ lテ

千
|テ d五〉、 dエbミ、

タニ タ 原イ 主宮下長イ 飯イ 三 イ 所

館 子 i 校 縞 話 校 H 所 館

ト一一一一 一一十一 トー
侮 fiiI 高 原 毘 必 里T 飯 S長 革主 高 Ii!血紛
回 回 n 子 沙 里T 'J! }II ケ 瀬 。、烏

里子 門 木 岡 番鳥田I

中J:R 
日 持 ~~ 神 F 地森(
子 里T 長 戸 山 岩 高 区
iR 木 富 沢 自奇 瀬 (二丁
沢 福 の 石八日

山 問1ft¥ 
1査 部 字地八
7c 笠

) 藤~ r

成 巻(目
-1吹)

j主 一畑田
11' 1字問

六藤巻田I
八(

番一烏森h或
地三
~O 三

¥ JL 
-1ft 
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入学、卒業、就陣、結婚、出産などのお祝 

各極会合へのご況健 開店祝の花幡やお祝 ママさんバレーや野球大会への差入れ 親睦旅行への差入れ 

改
正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
 

e
j

‘叡
勲
叔
叡
釦
」
 

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
・選
挙
の
た
め
に

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

投
票
の
順
序
 

今
回
は
ニ
回
に
分
け
て
投
票
し
ま
す
。
 投
票
の
順
序
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
参
議
院
青
森
県
選
挙
区
選
田
 
②

参
議
院
比
例
代
表
選
出
 

議
員
選
挙

（
候補
者
名
）
 

個
人
に
投
票

し
ま
す
。
 

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
個
人
名

を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
 

議
員
選
挙

（
政
党
名
）
 

政
党
に
投
票
し
ま
す
。
 

投
票
用
紙
に
は
、
政
党
の
名
称
 

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
開
票
会
場
 

・

平
成

四
年
七

月
二
十
六
日
午

後
七
時

三
十
分
 

五
所
川
原
市

民
体
育
館
 そ

の
他
選
挙
に

つ
い
て
の
 

お
問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
 

電
話
（
市
役
所
）
⑩
二

一
一
一
番

内
線
三
ニ

七

5
三
ニ
九
番
 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

⑥
不
在
者
投
票
 

・

該
当

す
る
方
 
投
票

日
当
日
、

や
む
を

え
な
い
事

情
（
出
張
、

団
体
旅
行
、
出
稼
ぎ
、

入
院
、

出
産
予

定
者
等

）
 

で
不
在
に

な
る
方
、

ま
た
は
す
で

に
出

て
い
る
方
。
 

（
不
在
者
投
票
を

す
る

方
は
印

鑑
を
ご

持
参

く
だ

さ
い
。
）
 

●

不
在
者
投
票
の
期
間
 

平
成

四
年
七

月
八

日
か
ら
平
成

四
年
七

月
二
十

五
日
ま
で
。
 

●

不
在
者

投
票
の
で

き
る
時
間
 

期
間
中
午
前

八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時

ま
で
c
 

●

不
在
者
投
票
の
で

き
る
場
所
 

①
五
所

川
原
市

選
挙
管

理
委
員
会
事

務
局
（
市

役
所

四
階

）
。
 

②
出
張
、

出
稼
ぎ
、

出
産
予

定
な
ど

で
滞
在
す
る
市
町

村
等

の
選
挙

管
理
委
員
会
。
 

③
県

選
挙
管
理
委
員
会

の
指
定
す
る

病
院
、

老
人
ホ
ー

ム
等
。
 

④
身

体
に
重
度
の
障

害
が

あ
る
者
が

現
在
す
る

場
所
。
 

＠
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
 

●

重
度
の
身
体
障
害
者

の
方
で
 
「郵
便
投
票
証

明
書
」
を
持
っ

て
い
る
方

は
自
宅
で

郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き

ま
す
。

こ
の
場
合
、

選
挙
管

理
委
員
会
か

ら
の
郵
便
に

よ
る
投
票

用
紙
等
の
交
付
、

選
挙
人
か

ら
の
郵
便
に

よ
る
不

在
者
投
票

の
送
付
な
ど

で
日
数
を

要
す
る

た
め
、

七
月
二
十

二
日
が

不
在
者
投

票
の
請
求
期
限

と
な
っ

て
い
ま
す
の

で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
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弘
正
取
鵠
持
〕

ママさんハレーや軒昭夫書への草入n

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
・
選
挙
の
た
め
に

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-
該
当
す
る
方
:
:
:
投
票
日
当
日、

や
む
を
え
な
い
事
情

(出
張
、
団
体
旅
行
、
出
核
ぎ
、

で
不
在
に
な
る
方
、
ま
た
は
す
で
に
山
て
い
る
方
。

(不
在
省
投
票
を
す
る
方
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
J

・
不
在
者
投
票
の
期
間

平
成
四
年
七
月
八
円
か
ら
平
成
凹
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
0

・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
時
間

期
間
中
午
前
八
時
-
占
十
分
か
ら
午
後
丘
昨
ま
で

・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
場
所

・
①

五
所
川
原
市
選
挙
符
問
委
員
会
事
務
局

(市
役
所
問
階
)
C

②

山
張
、
山
線
ぎ、

出
産
予
定
な
ど
で
滞
在
す
る
市
町
村
等
の
選
挙
符
理
委
員
会
。

③

県

選

挙

管
理
委
員
会
の
指
定
す
る
病
院
、
老
人
ホ
|
ム
等
。

④
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
符
が
現
在
す
る
場
所
。

。
不
在
者
投
票

。
郵
便
に
よ
る
不
夜
者
投
票

入
院
、

出
産
予
定
行
等
)

-
重
度
の
身
体
障
害
省
の
方
で
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
持

っ
て

い
る
方
は
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
不
在
省
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
郵
便
に
よ
る
投
票
用
紙
等
の
交
付
、
選
挙
人
か
ら
の
郵
便
に
よ
る
不

在
省
投
票
の
送
付
な
ど
で
日
数
を
要
す
る
た
め
、
七
月
二
卜
二

H
が
不
在
省
投
票
の
前
求
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

。
開
品
印
刷
会
場

-
平
成
凶
年
ヒ
月
」

一卜
六
日
午
後
ヒ
時
三
卜
分

五
所
川
原
市
民
体
育
館

今
回
は
二
回
に
分
け
て
投
票
し
ま
す
。

投
票
の
順
序
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
参
議
院
白
川
市
柿
以
選
挙
区
選
出

議

U
選
挙
(
候
補
行
名
)

②
参
議
院
比
例
代
ぷ
選
出

議

U
選
挙

(政
党
名
)

個
人
に
投
禁
し
ま
す。

政
党
に
投
票
し
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
省
個
人
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
に
は
、
政
党
の
名
称

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
選
挙
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ

電
話

(市
役
所
)
③
一
一
一
一
一
番

内
線
三
二
七
j

三
二
九
番

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
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ねぷた作りに参加しませんか 
―市役所職員互助会― 

只今、ねぷた製作中です。 紙貼り、着色等、 

誰にでもできる楽しい作業です。 市民の皆さん

の参加をお待ちしています。 

ン製作しているところ 市民文化会館うしろ

レ時間 午後 3 時～午後 9 時頃まで’ 

ン問い合わせ 建築住宅課 平山 （内線239) 

『みんなの教室」受講生再募 

レ内容 健康、豊かな人生、 レクリエーション 

など先生をお迎えして楽しみながら学習しま 

す。 

レ期問 1 2 月ごろまで（現在開講中） 

レ受講料 無料（ただし実費は必要です） 

レ申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、 

氏名、年令、‘性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。 

ン申し込み締め切1.) 7 月 31日 

ン申し込み先 市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 " 35- 6056) 

教室名 器
  

時 	間 定員 講 師 名 

茶 	道 水 10 : 00-12 : 00 10 浜田 宗近先生 

料 	理 木 10 : 00-12 : 00 10 山本 淳先生 

洋 	裁 土 10 : 00-12 : 00 何名
でも 野呂三枝子先生 

ちぎり絵 木 10 : O0-12 : 00 20 神 貴美子先生 

英 	語 土 19 : 00-21 : 00 20 三浦 志伸先生 

r,,I 一一ー一‘，一 I,― 	、 
あなたの所有地の中に 

小道や小川が入っていませんか 
ノ」、道（里道）や小HI （水路） のほとんどは、 

国有財産（建設省所管、県の土木事務戸斤で管理） 

です。 

これらの国有地をつぶして使用するためには、 

土木事務所に、行政財産用途廃止申請の手続き

をとり、 里道や水路が大蔵省に弓Iき継がれたあ

と、青森財務事務所から買い受けることが必要

です。 

これらの手続きをとらず’に、里道や水路を無

断で使用していますと、後日、 ご迷惑がかかる

ことがありますのでご注意ください。 

皆さんの所有地の中に里道や水路が入ってい

るかどうかは、登記所（法務局）で公図を調べ、 

その結果、入っている場合には、市町村役場、 

土木事務所または青森財務事務所にご相談くだ 

ぐい。 	 ノ 
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市民陸上競技大会 
県小学校陸上競技大会市予選会開催 

＞期日 平成4年8月23日 開始時間午前10時 

ン会場 五所川原市飯詰 

勤労青少年体育センター競技場 

ン種目 〇一般男子（高校・大学含む） 

lOOm .1,500m .3.000m (40歳 J-工上) .5,000ni 

走幅跳．砲丸投（5.4雨） 

〇一般女子（高校・大学含む） 

lOOm .800m .1,500m ．走幅跳市包丸投（4.0雨） 

〇中学男子 

lOOm .800m .3.000m ．走幅跳．砲丸投 

〇中学女子 

lOOm .800m .1,500m ．走幅跳．砲丸投 

‘ レゼック七ノ ー般（男女） は協会で準備 

ー 中学（男女）は北五中体連のゼッケンを使用 

）参加料 1 人 200円 

ン申し込み様式 種別・種目・ゼッケン・氏名 

＞申し込み期限 平成 4 年 8 月 9 日旧） 

ン申し込み先 五所川原市松島町 1丁目83 

山形マ青蔵 廿34 - 7608 

互戸I〒 H目京市役戸斤浄化センター 廿34 - 7572 

第10回陸奥湾ー周駅伝競走大会 
出場選手選考会 

レ期日 平成 4 年 7 月26日（日） 

ン日程 受付（ゼッケン配布）8時30分～9時40分 

スタート 中学生 	10時10分 

高校・一般 10時30分 

）会場 北斗グラン ド 

（乾橋寄りソフ トボール場） 

＞種目別 中学生男子・女子 3,000m 

高校・一般女子・ 	3,000m 

、’ 	 高校・一般男子 6,000m 

＞問い合わせ 五所川原市教育委員会 

陸奥湾一周駅伝競走大会実行委員会 

社会教育課 荒谷 ft35 - 2111 

内線 248 

これは楽しい，ノ 

第7回市民グランド・ゴルフフェスティバル 

人気上昇中のグラン ド・コ’ルフ競技会を開催。 

ファ ミリーで参加してみませんか。 

ン日時 8 月 2 日（日） 午前 9 日寺～ c 加こ 

レ場戸斤 菊ケ丘運動公園 	‘， ‘ ！町 
ト、 立主工一一一  D競技方)去 6 人 1チーム、、 、ぐ＼、．~ , 

レ参加料 1人 1.000円 	 ー叫w 

D申し込み締め1」JJ(.) 7 月24日（水）まで’ 

ン申し込み及び問い合わせ先 
五所川原市教育委員会内大会事務局 

（内線250・248番） 

市民陸上競技大会
県小学校陸上競技大会市予選会開催

I>期日 平成4年8月23円 開始時間午前10時

じ〉会場 五所川原市飯詰

勤労青少年体育センター競技場

じ〉種目 0一般男子(布校 ・大学合む)

100m .1，500111 .3，000m (40歳以上).5. OOOm 

ぇE中高捌色. lI包メL1)((5.4kg) 

0一般女子(高校 ・大学合む)

100m.800m .1， 500m .右幅跳.他丸投(4.0kg)

0中学男子

100 m . 800 m . 3 .000 m .定l幅跳.砲丸投

0 中学女子

100m .800m .1.500m. 人伝幅跳.他丸投

I>ゼッケン 一般(男女)は協会で準備

中学(男女)は北E中体連のゼッケンを使用

I>参加料 l人 200円

I>申し込み様式 問汚Ij・純円・ゼッケン・氏名

じ〉 申し込み期限 平成 4年 8月 9，!(rJ)

じ〉 申し込み先 五所川原市松島町 1丁 同83

山形市蔵 官 34-7608 

五所川原市役所浄化センタ- ft34 -7572 

第10回陸奥湾一周駅伝競走大会
出場選手選考会

I>期日 平成 4年 7月26円([1)

仁〉 日程 受付(ゼ ッケン配布)8時 30分 -9時40分

スタート 中学生 10時 10分

高校・ 一 般 10時 30分

I>会場 北斗グラ ン ド

(乾橋寄りソフトボール場)

じ〉種目別 中学生男子・女子 3，000m 

高校 ・一般女子 3，000m 

点字交・ 一般男子 6.000m 

b問い合わせ 五所川原市教育委員会

陸奥湾一 周駅伝競広大会実行委員会

社会教育課荒谷 ft35-2111 

内線 248

これは楽しい/
第7田市民グランド・ゴルフフェスティパル
人気上界中のグランド・ゴルフ競技会を開催。

ファミリーで参加してみませんか。

b日時 8月 2日(円) 午前 9時 - 1> .tメ11~ 
I>場所 菊ケ丘運動公開 』が~f{ f(

b競技方法 6人 1チームミ¥

I>参加料 1人 1.000円

I>申し込み締め切り 7月24日(ノ'j，)まで

I>申 し込み及び問い合わせ先
五所川原市教育委員会内大会事務局

(内線250・248番)

ねぷた作りに参加しませんか
一市役所職員E助会一

只今、ねぷた製作中です。 紙貼り、主T色等、

誰にでもできる楽しい作業です。市民の特さん

の参加をお待ちしています。

I>製作しているところ 市民文化会館う しろ

じ〉時間 午後 31J寺~午後 9時頃まで

I>問い合わせ 建築住宅諜平111 (内線239)

『みんなの教室」受講生再募集7
b内容 健康、 iti-かな人生、レクリエー ショ ン

など先生をお迎えして楽しみながら 学問しま

す。

I>期間 1 2月ごろまで(現在開講中)

I>受講料 無料(ただし実質は必要です)

じ〉 申し込み方法 ノ、ガキに希望教室名、住所、

氏名、年令、件ー別、電話者宇号を記入のうえ

お申し込みください。

I>申し込み締め切り 7月 3 1日

仁〉 申し込み先 市中央公民館

(r行内鎌谷町117-7ft35 -6056) 

教宅名 E毎M週fl 時 f:n 定u J島師名
J長 道 ノk 10: 00-12 : 0。10 浜nl 宗近先'1'.
事。} f唱 本 10: 00-12: 00 10 山本 作先生

i羊 1主 j: 10:00-12:00 
fuf 名
里T月:伎f先'1，

でも

ちぎり絵 本 10: 00-12目。。 20 神 ft美 F先'1，
英 ，1n 19: 00-21 : 00 20 ミilli 志伸先生

fあなたの所有地の中に

小道や小川が入っていませんか
小道(県道)や小J11 (水路)のほとんどは、

固有財成(建設省所管、 県の土木事務所で符理)

です。

これらの国有地をつぶして使用するためには、

土木事務所に、行政財姥用途廃止申請の手続 き

をとり、'TI.道や水路が大蔵省、にヲ|き継がれたあ

と、青森財務事務所から買い受けることが必要

です。

これらの手続きをとらずに、恒道や水路を:無

断で使用していますと、後日、ご迷惑がかかる

ことがありますのでご注怠くださ ~\ o

皆さんの所有地の中に虫道やノ'j'(路が入ってい

るかどうかは、登記所(法務局)で公閃を調べ、

その結果、入っている場合には、市町村役場、

土木事務所または青森財務事務所にご相談くだ

さし、。
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平成4年度市合同金婚式 
対象ご夫婦はお申し込みを。 

今年も、めでたく結婚50年を迎えられた長寿 

ご夫婦を、心からお祝いするため、合同金婚式 

を行います。 

ト対象夫婦 婚姻届以来50年（昭和17年届出） 

を経過したご夫婦は、確認のため戸籍謄本が必 

要で・す。 

ト申し込み締め切り 8 月31日 （月） 

ト日時、場所については、追ってお知らせしま 

す。 

ト申し込み先 市福祉事務所高齢者対策課へ 

（電話 35- 2111 内線 7ftl) 

終戦当時の弓は揚げ者の方々へ 
紙幣・預金通帳・国債等をお返ししています一 

税関て斗ま、お,預かり している次の通貨・証券

をお返ししています。 

＠終戦後、外地から引き揚げてこられた方が、 L陸港

の税関、海運局に預けられた通貨・証券など。 

⑨外地の集結地において、総領事館などに預けられた

証券などのうち、 日本に送り返されたもの。 

返還の申し出は、御本人ばかりでなく、御家族の方

でも結構です。お心当たりの方は、 上陸地を所轄する

税関または最寄りの税関へお問い合わせ下さい。 

青森税関支署 〒030 青森市青柳 1-1-1 

= 0177- 3 4 - 0 7 8 0 

交通災害共済に 

まだ加入されていない方r 
会費】一人年間 35〇円 

期間：加入された日から平成5年3月31日まで 

＠受付実施中⑥ 

く窓口は市役所総合サービス課、または各支所ハ、〉 

『行方不明の人をさがす相談所』 

の開設 一 8月10日～8月31日 

五所川原警察署 

あなたの身内や近所に、●突然居なくなり、 

自殺でもしているのではないか。 ●出稼ぎに行

き、途中から音信が途絶えた。 など、行方をさ

がしておられる方のために開く相談所です。 

現在、家出人の数は全国で53,106人、青森県

は 959 人となっており、 これら行方のわからな

い、音信がない方の中には事故死や病死あるい

は、 自殺または不幸にして犯罪の被害者となる

などで、身元のわからないまま無縁仏として埋

葬されている方が全国で11,116体、青森県は138 

体もあります。 この中から 1 体でも多くの身元

確認ができるように期間中は警察本部と、県内

の各警察署に身元のわからない死亡者の写真を

備え、家出人をさがしておられる方に相談所の

利用を呼びかけております。 是非、相談にお出

かけの L、身元確認にご協力お源頁いします。 

金多・豆蔵人形劇講習会 
津軽の伝統人形芝居 「金多・豆蔵人形劇」 に 

参加してみませんか。 （年齢・性別は問いません） 

ト期間 8 月～平成 5 年 3 月末まてる 

第 2 ・第 4 週の水曜日 午後 7日寺～ 9 時 

ト場所 市中央公民館 

ト受講料 無酬斗 

ト申し込み先 教育委員会社会教育課（内線250) 

夏の交通安全運動 
―平成4年7月21日因-.7月30日（木）までの10日間一 

■運動の重点 

1 ， 飲酒、無謀運転の追放。 

2． 子どもと高齢者の交通事故防止 

3． シートベルトの正しい着用の徹底三 

4' 

' 
1ト1ト（ト1ト‘ト fト‘ト‘ト‘ト‘ト‘ト（トlト‘トlト‘ト（ト 1ト（“ト“mmHや‘ト（ト【トlト【ト lト《ト（ト‘ト《ト（ト“mmmHl" ト ' 'Hl' 作什什‘ト（トlト‘ト tトlト（トIト‘ H'Hトtトlトtト《ト‘ト（ト‘トlトlトl' 

「
》
》
 
》
】
 

あなたも「緑のオーナー」に”一夢、育む国有林一（ー口50万円） 
ど ト分収育林とは 
	

ト樹種・樹齢 スギが主で一部ヒバ 32年生 

ミ 	国有林の若い森林を対象に、伐採するまでのおよそ 20 
	

ト面積 3.34H A 

三 年から30年の間、あなたと国とで共同で育てる契約を結

三 びます。 

ど 将来、立木を伐採・販売したときに、その収益を持分

三 に応じて分収します。 一口あたり約 100 rrfの木造二階建

三 住宅に使用される木材に相当する立木の成長が予想され 

I （ょ 国力責任をもって手入れや管理を行  ます 

I 	簡所 五所川原市字飯詰山国有林 

ミ

“""'"""'"'

133 3 4 	'i"  )f
CC 	CC CC CC.  CC  .  CC.  CC.  CC.  CC.  CC CC.  CC CC.  CC CC CC CC CC CC CC CC CC CC CC CC IC-CC-C-C-CC- ‘ト‘ト俸ー産熊●神鰹鰹俸什』 
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ト契約期間 24 年間 

ト募集口数 10口 

ト募集期問 募集開始日 平成 4 年 6 月10日 

中間締切日 平成 4 年 7 月10日 

最終締切日 平成 4 年 9 月11日 

ト申し込み・間い合わせ先 

ii 木営林署総務課庶務係まで 廿 0173-53-3115 

i 
車 

」平成4年度市合同金婚式」
対象ご失灼}はto'"Iし込みを。

今年も、めでたく結断50;ドを迎えられた長正予

ご戸夫射を、心からお祝L、するため、合打司令姉式

を千子います。

砂対象夫婦 姉刷届以米50{ド(JI(j利 17{ド届 ，'1'，) 

を経過したご夫州は、雌認のため戸籍JJ作本が必

要です。

砂申し込み締め切り 8 JJ 3111 (J J ) 

砂日時、場所については、追ってお知 らせしま

砂申し込み先 市福祉・J~務所高齢-fí対策課へ

(電話 35-2111 内線294)

終戦当時の引き揚げ者の方々 ヘ
=紙幣・預金通帳・国債等をお返ししています=

税関では、む聞かりしている次の通貨・証券

をおi亙ししています。

。終戦後、外地から引き場げてこられた方が、 トー陸i径

の税関、海運局にmけられた通貨・託券など。
。外地の集結地において、総f，)i'J~館 などに ftiけられた

ふE券などのうち、 I1本に送り返されたもの。

返還の け l し I~III は、御木人ばかりでなく、御家族の )j

でも結椛です。お心、'iたりの}Jは、 1:陸地 を所 'li~li寸る

税関または最寄りの税関へお陪J，、介わせ ドさし、。

汗森税関支持 干030 ，守森rI-i，刊9Pl-1-1

霊宝 0177 -3 4 -0 7 8 0 

交通災害共済に
まだ加入されていない方H

会費:一人年間 350円

期間:加入された日から平成5年3月31日まで

Lf受付実施中@
ヨは市役所総合サービス課、または各支所ヘ〉

仁 『行方不明の人をさがす相談所』コ
の開設一一一8月10日....，8月31日

五所川原警察署

あなたの身内や近所に、 ・突然居なくなり、

自殺でもしているのではないか。・出稼ぎに行

き、途中から音信が途絶えた。 など、行方をさ

がしておられる 方のために聞 く相 談所です。

現在、家出人の数は全国で53，106人、青森県

は 959人となっており、これら行方のわからな

い、音信がない方の中には事故死や病死あるい

は、自殺または不幸にして犯罪の被害拘となる

などで、身Jl:のわからな いまま無縁仏 として埋

葬されている方が令国で11，116体、存森県は138

体 もあります。この中か ら l体 でも多くの身J亡

確認ができるように期間tドは讐察本部と、県内

の各瞥察箸に身元のわか らない死亡省の写真を

備え、家 III~，人をさがし ておられる Jj に相談所の

利用 をH乎びかけておりま す。是非、相談にお出

かけの 上、身Ji:確認にご協力お願いし ます。

金多・豆蔵人形劇講習会
持軽の伝統人形芝屑「令多・豆蔵人形劇」に

参加してみませんか。(fド齢・性別は問いません)

砂期間 8JJ-平成 5年 3月末まで

第 2・第4週の水U711n午後 7時 - 9 Jl;'jミ
砂場所 市中央公民館

砂受講料無料

砂申し込み先 教育委員会社会教育課 (内線250)

|夏の交通安全運動 i
一平成4年7月21日制~ア月30日同までの10日間一

・運動の重点

1. 飲柄、無謀運転の追放。

2. 子どもと 高齢おの交通事故防止

3. シー トベ ルトの正 しい答用の徹底

，((-((・((-{-(-((-{-(・“'-{(-({-t{-H叶令(-(-t(-((-((-((-“4←“寸(-((-((-((-((-((・((-((-{(.斗《叶《・“'-H・“'-H-{(-((-H-H-“'-H-“・~(C-((.((-((. “:-(C-f(" '(-(-H.・<<・“'-(C-((-(-(-NH-(-H・t<-U・“HC-((-H-((-H、

r i ミt

j あなたも「緑のオーナー」にFF-夢、育む国有林一(一口50万円)uj
i附収育林とは 附種・樹齢 スギが主で部ヒパ 32;性 3 
5 国有林のt円、森林を対象に、伐採するまでのおよそ20 炉面積 3.34H A 守

守
34ド油、ら30;ドの問、あなた と固とで共同で育てる契約を結 怯契約期間 2 4年間 3 
5びます '募集口数 1 0 11 干

守
5 将来、立木を伐係 ・販売したときに、その収益を持分 '募集期間 募集11HMill 、F成4年 6JJ1011 ~ 

T 
Eに応じて分収しますo -nあたり約 100m'の木造一階建 小間締切日 平成 4午7JJ1011 ~ 

3 住宅に使用される木材に相当する立木の成長が予定!され 最終締切I1 'f-nx: 4年9!HIll i 
; ます。 t>申し込み・問い合わせ先 5 

T 
E 森林は、国が!'H壬をも って 予人れや約理を行います。 てを木営林腎総務課庶務係まで まま 0173-53 -3115 i 

j'募集箇所 以 lf;;rJIll同有林 a・.録。傘 ..~最4・轡 j 
u u uu"  U U I，.J."  T 

主主:{-((-(-(-t(-((・((-((-{(-((-((-({..((-(-何(-((-(-(-f(-((...C-t(-((-(-(-f(-(-(-{(-((-((-，f(-((-(-(-f(-(-(-((・((...({-((-((-((-((.・t(-(-(-t(-t-(.(-(-((-((-{(-((-((-((-((-l(-{(-tC-fC-fC-(ト((-((.・f(-f(-{(-{(-(-(-((.・H-f-P:
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出稼ぎ安全就労推進集会コ 
五所川原市出稼ぎ協会 

＞日時 平成 4 年 7 月30日 （木曜日） 

ン会場 五所川原市中央公民館 

＞講話 出稼ぎの現況について 

ン講師 五所川原公共職業安定所統括職業指導官 

佐藤義定氏 

）レク I)エーション 各支部対抗トランプ大会 

団体優勝ートロフィー 個人戦一賞品 1 位から 5 位まで 

レ会費 500円 

レ申し込み先 各支部長または五所川原市役I折 

総合サービス課（内線 282番） 

8月は電気使用安全月間です 

感電事故の防止に漏電遮断器をI 
洗濯機、 詰正水器、 池水循環ポン ノ、 自

動販売機などの電気機器を、屋外や水気

のあるところで使用する時には、漏電遮

断器を取り付けることが義務づけられて

います。 漏電遮断器は、万一、漏電が起

こっても直ちに電気を止め、感電や火災

などを未然に防ぎます。 電気災害を防ぐ

ために、漏電遮断器とア スは必ず”取り

付けましょう。 

粗大ゴミの収集をします 

収集月日 収 集 区 域 申し込み締切 

8 月 5 日 旧市内、湊、湊団地 8 月 3 日 

8 月10日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 
みどり田丁 8 月 6 日 

8 月19日 
七和、梅沢、長橋（興隆） 
栄、松島 8 月15日 

8 月24日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 

（桃崎）、長富 8 月20日 

レ出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ト、 タンス、イス、テーブル、 ミシン、 

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石油

ストーフ’、スノーダンフp 

）出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイヤ 

レ申し込み 保健環境課（内線269番） 

レ粗大ゴミには名札をつけてください。 （申告

と名札のない物は、収集しません。） 

ン各家庭からの粗大ゴミは 3 個までとします0 

朝 8 時まで出してください。 （収集日） 

D間い合わせ 保健環境課（内線お8・272) 

平成4年度 物価啓発通信講座 

詩吟講座受講生募集 
レ日時 毎週月曜日 18: 30・-20 : 30 

レ場所 五所川原市中央公民館 

レ申し込み 市内布屋町39 

高橋 廿 34 - 3436 

⑥初心者の方大歓迎です。どうぞおいで下さい。 

しーーー― 

L無料法律相談所の開設」 
交通事故、土地、家屋、金銭の貸しイ昔

り、離婚、相続等法律 Lの問題は、早目

に専門家の意見を聴き適確な解決を図る

ことが大切です。 

ト日時 7 月25日（土） 

ト時間 午後1時から午後 4 時まてる

ト場所 市総合サービス課内（市民相談室） 

ト担当弁護士 二葉宏夫先生 

ト申し込み期●艮 7 月22日（水）まで、 

ト申し込み先 市総合サービス課内（市

民木目談室） "35- 2111番（内線 281番） 

※相談申し込みは電話でも受付ます。 

◆祭り期問中のゴミ収集時間変更のお知らせノ

祭り期間中、旧市内のゴミの収集時間が早く

なります。 8 月 4 日（火）、 6 日（木）、 7 日（金うの 3 

日間は、朝 7 時までに出してください。 

この機会に、！物価問題を学習してみませんか。 

ト受講対象者 県内に住む一般消費者 

ト募集人員 100名 

ト募集締め切り 7 月31日 

ト申し込み はがきに郵便番号、住所、氏名、 

」性別、年齢、職業、電話番号を記入のうえ、 

〒 030 青森市長島1丁目1 -1 

青森県庁生活福祉部県民生活課へ発送してください。 

ト受講料 無半斗 

学習期間は前期が 9. 10月、後期が 

11、 12月の 4 か月間。 
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(8月は電気使用安全月間です ; 

;感電事故の防止に漏電遮断器をgi
j 洗濯機、温水器、池水循環ポンプ、白
j 動販売機などの電気機器を、屋外や水気

j のあるところで使用する時には、漏電遮
j 断器を取り付けることが義務づけられて

j います。漏電遮断器は、万一 、漏電が起
j こっても直ちに電気を止 め、感電や火災
; などを未然に防ぎます。電気災害を防ぐ

j ために、漏電遮断器とアースは必ず取り
j付けましょぅ 。

し一一一一一-i-T… -i
「出稼ぎ安全就労推進集会「

五所川原市出稼ぎ協会.__j

[>日時 平成 4年 7月30日(木曜日)

[>会場 五所川原市中央公民館

[>講話 出稼ぎの現況について

[>講師 五所川原公共職業安定所統指職業指導官

佐藤義定氏

[>レクリエー ション 各支部対抗トランプ大会

団体優勝=トロフィ一 個人戦=賞品 l位から5位まで

[>会費 500円

じ>申し込み先 各支部長または五所川原市役所

総合サービス課(内線 282番)

L無料法律相談所の開設」
交通事故、土地、家屋、金銭の貸し借

り、離婚、相続等法律上の問題は、早目

に専門家の意見を聴き適確な解決を図る

ことが大切で、す。

惨日時 7月25日比)

砂時間 午後 1時から午後 411寺まで

砂場所 市総合サービス課内(市民相談室)

砂担当弁護士 二葉宏夫先生

砂申し込み期限 7月22日(水)まで

砂申し込み先 市総合サ ビス課内(市

民相談室) 宮 35-2111番(内線 281番)

※相談申し込みは電話でも受付ます。

粗大ゴミの収集をします
収集月日 ~;Z 集 区 I或 申し込み締切

8月5日 |円市内、湊、;奏団地 8月3日

8月10日
若葉、必島町(吹畑含む)、

8月6日みどり町

8月19日 七和、梅島沢、長橋 (興隆) 8月15日栄、松

8月24日 飯(桃話山町、毘、長沙富門、三好、中川 8月20日

ひ出しでもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、

ベット、タンス、イス、テー ブル、ミ シン、

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石油

ストーブ、スノーダンプ

[>出せない物 リヤカ一、農機具、バイク、ホ

ームタンク、古タイヤ

b申し込み 保健環境課 (内線269苔)

[>粗大ゴミには名札をつけてください。 (申告

と名札のない物は、収集しません。)

[>各家庭からの粗大ゴミは 3f閉までとします。

朝 8n寺まで出してください。(収集口)

b問い合わせ 保健環境課(内線268・272)

4砂祭 り期間中のゴミ収集時間変更のお知らせ/

祭り期間中、旧市内のゴミの収集時聞が早く

なります。 8月 4日伏)、 6日(木)、 7口仰の 3

日間は、 朝 7時までに出してください。

平成4年度物価啓発通信講座

この機会に、物価問題を学習してみませんか。

砂受講対象者 県内に住む一般消費者

砂募集人員 100名

砂募集締め切り 7月31日

惨申し込み はがきに郵便番号、住所、氏名、

性別、年齢、職業、電話番号を記入のうえ、

=r030青森市長島 1丁目 1-1 
青森県庁生活福祉部県民生活課へ発送してください。

砂受講料 無料

学習期聞は前期が 9、10月、後期が

11、 12月の 4か月間。

γ一一一一一一一}一一一一一一一一一一一一一一}一一一一一一一j

j 詩吟講座受講生募集 ( 
I [>日時 毎週月曜日 18 : 30~20 : 30 ! 
I ~場所 五所川原市中央公民館 j 
I [>申し込み 市内布屋町39 i 

i 高橋 君 34-3436 ; 

;。初心者の方大歓迎です。どうぞおいで下さい。 ;
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精神保健相談のお知らせ 
五所川原保健所では、下記日程で、精神科医による 

「心の健康に関する相談」 を無料で行っています。 

レ相談日 

①毎月第 2 火曜日 午後 1時～ 2時 

お年寄りの「心の健康」について相談を受け付けています。 

担当医 三川 博先生 

②毎月第 3火曜日 午後 1時～ 2時 

一般の方を対象に相談を受け付けています。 

担当医 堀内雅之先生 

レ場所 五所川原保健所相談室 

レお間い合わせ 

五所川原保健所健康増進課 電話 0173-34-2108番 

月 
ふみ づき 

文月 

、  市役所容35ーユ111 J 

8月の保健センター相談日 
8 月 7 H（金）、2111（金）、28日（金） で’す。 

レ時間 午前10時から午後 3時まで。 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

にIi心5じますのでト、赤ちゃんからお年寄りまて二 

お気軽にご利用ください。 

Dお間い合わせ 保健環境課へ（か内線268番％ 

「乳幼児の健康診査」 
場所 市保健七ン タ 

受付時間 12: 30-12 : 45まてふ 

持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参く

ださい 0転入者の方、不明な点はご連絡ください。 

※注意 ① 6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経身抹田胞腫（小児がん）の検査

セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6カ月、 7カ

月児に限るJ 

②病気療養中（特に伝染‘性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください。 

③今回、健診を受けられない方は次回におい 

“て二くださし、。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3カ月児 
平成 4年 
4 月生まれ 

8 月11日因 健康診査 

6カ月児 
平成 4年 
1月生まれ 

8 月18日因 健康相談 

1 歳児 
平成 3年 
7月生まれ 

8月24日（月） 健康相談 

1
1
6
 
 

歳
カ
 
月
 
児
 

平成 3年 
2月生まれ 

8 月25日因 健康診査 

3 歳児 
平

4
 

成月
 
元

生
 
年

ま
 

れ
  

8 月27日困 健康診査 

7月 1日付広報の 9ページ 

『テニスの募集』は締め切りました。 

胃・大腸がん検診 

⑥地域別日程 

実施 日 実 施 会場 実施日 実施会場 

7月20日卿 
コ
 
一
一
タ
 

ミセ
 
ュ

、
ノ
 
テ
一
 
イ
長
 

橋
  

8月21日団 コ
 
一
一

タ
ミセ
 
ュ
ン
 
テ
一
 
イ
「

一
 

好
  7月21日因 9 月一7日囲 

、
、
、
  
コ
 
一
一
ン
 

ュセ
 
テ
タ
 
イ
一
 

栄
  

7月22日困 高野文化センター 9 月 9日困 

7 月23日困 コ
 
一
一
タ

ミセ
 
ュ
ン
 
テ
一
 
イ
七
 

和
  

9 月10日困 

7月24日圏 コ 
こ
、
 
一
一
ウ
 

ュハ
 
テ
ス
 
イ
原
 

子
  

9 月11日国 

市保健七ンタ 

8 月 3日囲 コ
 
一
一
タ

ミセ
 
ュ

、
ノ
 
テ

一
 
イ
梅
 

沢
  

9 月21日（月） 

8月 4日因 
コ
 
一
一
タ
 

ミセ
 
ュ

、
ノ
 
テ

一
 
イ

松
 
島
  

9 月22日因 

8月 5日困 9月28日囲 

8 月 6日困 コミュニテイ 
センター中川 

9月29日因 

8 月 7日圏 9月30日困 

8 月17日囲 
コミュニテイセンター 
毘沙門・長富 10月1日困 

8 月18日因 コ
 
一
一
タ

ミ七
 
ュ

、
ノ
 
テ

一
 
イ
飯
 

ョ
”
 

士
ロ
  

10月 2日団 

8 月19日困 
コ
  

ミセ
 
ュ

ン
 
ニ
タ
 
テ

一
 

イ」
一
 

女
 
I
  

10月12日旧） 

8月20日困 10月13日因 

※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となっていますのでご注意くださ

い。 また詳細については随時、個別に通知い

たします。 

『愛の献血』にご協力を” 
期 日 時 	間 場 

7月29日 

（水） 

午前10時から 
午前11時30分まで 

金山 かいどう児童館 
（赤十字奉仕団松島分団協賛） 

午後 0時30分から 
午後 2時30分まで 

東北電力 
五所川原営業所前 

午後 3時から 
午後 4時まで 

松島町 q朴ュアテック
五所川原営業所前 

全国ー斉 「愛の血液助け合い運動」 実施中ノ 

	、 
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マ7月受賞

市役所宮35-2111

8月の保健センター相談日
8月 7n (金)、 21日(令)、 28日 (金)です。
!>時間 午前1011、子から午後 3時まで。

!>内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

!>お問い合わせ 保健環境諜へ(宮内線 268需λ

|乳幼児の健康診査 |
場所 市保健センター

受付時間 12: 30-12 : 45まで

持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿を小ピンに入れて持参く

ださい。 1伝入容の方、不明な点はご述結ください。

※注意 ① 6カJl健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫(小 児がん)の検査

セ ッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてくださし'0( 6カ月、 7カ
JlIJ2に F艮る。)

②病気療養中 (特に伝染性の病気)のお子さ

んはご遠慮ください。

③今回、健診を受けられない方は次回におい

でください。

月 メμ〉、 対象児 期 日 内容

3カ月児 平成4年 8月lln(火) 健康診査4月生まれ

6カ月児 平成 4年 8 n 18 [1 (j() 健康相談
1月生まれ

l歳児 平成 3年 8 Jl24日(月) 健康相談
7月生まれ

l歳 平成 3年
8月25円伏) 健康診査6カ月児 2月生まれ

3歳児 平成元年 8月271l(木) 健康診査4月生まれ

7月1日付広報の9ページ・…一・

『テニスの募集』は締め切 りました。
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胃・大腸がん検診

@地域別日程

実施日 実施会場 実施" 実施会場

7月20日(円) 8月21日(創 コミュニアイ
コミュニテ長ィ センタ一二好

7月21日伏)
センタ一緒

9月7日(月)

7月22日(ホ) 高野文化センター 9月9日付く) コミュニティセンタ一栄

7月23円(本) コミュニテ ィじセンター剥l 9月10日(本)

7月24日(到 コミュニアイ 9月11日(鎚ハウス原[-

8月3日(月) コミューテ機ィセンター 沢 9月21円(月)

8月4日ω コミュニティ 9月22日伏)

8月5日(ホ)
センヂ -f~.1臼

9月28日(月)

8月6日(本)
コミュニテ中ィ

9月29日伏)
市保健センター

8月7日幽
セノタ一 川

9月30日付()

8月17日(円)
コミュニティセンタ

10月1日(木)見沙I"J・長宮

8月18日伏) コミューテ飯ィセンタ_~，t，lf 10月2日@

8月19日(ホ) コミュニティ 10月12円(月)

8 n20日(本)
センタ一二好:

10月13日ω
一 一
※この検診は、すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となっていますのでご注意くださ

い。 また詳細 については随時、個別に通知い

たします。

「『愛の献血』にご協力をFF寸
期 日 時 間 .t~j 戸斤

午午前前10l時l時か30ら分まで
金山 かいどう児童館
(赤 卜字率仕団松島分団協賛)

7月29日 午後午O時30分から 東北電力
(水) 後2時30分まで 五所川原営業所前 i

午後3H1ま、?から
午 411キまで

必島町側ユアテ ツク|
五所川原営業所前

全国一 斉 「愛の血液助け合い運動」 実施中 /

精神保健相談のお知らせ
IL所川原保健所では、 ド記11程で、精神科医による

「心の健康に関する相J主」を無料で行つでいます。

b相談日

①毎!J第 2火IIId11 午後 111、干-211，¥， 

む!f寄りの「心の健康JIこついて相g淡を受け付けています

れl、li医三川博先生

②1，j! J第 3火IIIJ11 午後 111主-211、F
-自主の方を対象に相li去を受け付けています

1Il'-'i医堀内雅之先生

b場所 li./I，庁川原保健所相談室

[>お問い合わせ

1i.1iJi-川原保健所健康増進諜電話0173-34-2108書
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。
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。
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①
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虫おくりと火まつり行事日程 ） 

月 	日 時間 主力行事 場 所 時間 併 催 行 巾 

7月26日 16 : 00 第10回ごしよがわら
ノ、イ カ ラ 祭 り 

8月 1日 18 : 30 大町夜の歩行者天国 

8 : 00 津軽選抜闘技大会 

8:00 東北・北海道馬力大会 

8月 2日 
8 : 30 市民交通安全

ゲ一トボール大会 

.i0 】 00 五所川原市民囲碁・
将 棋 大 会 

18 : 30 大町夜の歩行者天国 

8月3日 12 : 00 チャリテ
青森県歌言 

イー第3回
昌選手権大会 

10 : 30 虫 お く 	り 市内一円 

8月4日 18 : 30 虫送り火まっり 駅前～ 
岩木河原 

19 : 30 花 火 大 会 岩木河原 

10 : 00 ながしおどり 市内一円 18 : 00 神明宮本町 前夜祭（宵宮） 
8月 5日 

19 : 00 ね 	ぷ 	た 市内一円 10 : 30 げ 	ん と 	忌 

10 : 00 神明宮 本町例祭 
8月 6日 19 : 00 ね 	ぷ 	た 市内一円 

12 : 00 県下登山 ばやし大会 

8:30 相 撲 大 会 市営相撲 8 ;00 東北闘 ~鶏大会 
8月7日 場 

10 一 00 ね 	ぷ 	た 市内一円 

◆平成3年の児童生徒の水死事故概要 	
（県教委保健体育課調べ） 

事故者 発生日時（曜） 発生場所 事 故 の 概 要 

小学1年生 

（男） 

4月14日（日） 

12 】 40頃 

青
西
 
森
滝
 
市

川
 

川に掛かる橋で遊んでいる途中、誤

って深さ2mの川に転落し、溺れた。 

高校1年生 

（男） 

7月28日（日） 
12 】 40頃 

通
  

東
海
 
村
岸
 

遊泳禁止場所で遊泳中に、深みには

まって溺れた。 

中学1年生 

（男） 

8月12日（月） 
14 】 15頃 

八戸市 

海 	岸 

海岸で遊泳中、波にさらわれて溺れ

た。 

高校3年生 

（男） 

8月12日（月） 
16 】 30頃 

上北町 
湖水浴場 

沖合いでボート遊び中、流されたオ 
ールを回収するため湖に入り、溺れた。 

高校1年生 

（男） 

8月20日（火） 
15 】 20頃 

戸
  

八
海
 
市
岸
 

部活動の練習後、海に入り、深みに
はまって溺れた。 

虫おくりと火まつり行事日程

)J I1 H年11IJ i: )J lf‘If I劫所 H年1111 IJf (li' ff .'If 

7 Jl2611 16 ∞ irilOl"1こし主がわらハイカラ~~り

8 J] 1 rl 18: 30 大田l伎の歩行fi.kl司

8: 00 f柱粍i選t¥iIJ百伎大会

8: 00 東北 ・北海道馬)J大会

8J12H 
8 30 1ゲHーLI:ト火ボーiJ.!jノレ安大会全

10: 00 lü~r}1棋I}J;( r! îlÎ:大I!~Jt ' 
将 会

18: 30 大a1r1:主の!JパJ'"天I'，j
8)J 3 11 12: 00 

チャリティ -~131"1
占森県歌品i握手校大会

10: 30 !llおく り rli内 4 円

8)1411 18: 30 !ll送り火まつり
駅前~
岩本河原

19: 30 花火.大会 持木河原

10:00 ながしおとり 市内 -PI 18: 00 伸明古本国fHij夜然(宵官)
8 JJ 5 11 

19: 00 ね ふ た市内 -PI 10: 30 ff ん と 丘、

10: 00 和l'ゆ1，~，; 4>:田r19'1 f.き
8)J 6 ~I 19: 00 ね ぷ た市内一円

12: 00 ~I~ ド笠 I1 1ばや し人・会

8: 30 相l伐大会 市常利H尭 8: 00 >1[ ~ヒ間延j 大会
8)J 711 t品

10 : 00 ね ふ た市内一円
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五所川原

虫おくりと火まつり運営委

小
学
生
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

『
水
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に
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意
し
て
下
さ
い
。

て

泳
い
で
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い
け
な
い
と
き

①
食
事
直
後
、
宅
腹
時
、
す

い
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ん
不
足
の
と
き
。

②
つ
か
れ
て
い
る
と
き
。

③
け
が
を
し
て
い
る
と
き
。

二
、
泳
ぐ
前

①
必
ず
ト
イ
レ
に
行
っ
て
く

る。
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準
備
体
そ
う
を
念
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り
に

す
る
。③
足
、
胸
、
頭
に
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分
水
を

か
け
て
か
ら
泳
ぐ
。

④
い
き
な
り
と
び
こ
ま
な
い
。

三
、
水
泳
中

①
ふ
ざ
け
た
り
、
い
た
ず
ら

を
し
な
い
。

②
卜
五
分
1
二
十
分
た
っ
た

ら
水
か
ら
出
で
休
け
い
を
す
る
。

寒
く
な
っ
た
り
、
体
の
具
合

い
が
お
か
し
く
な
っ
た
ら
す
ぐ

や
め
る
。

④
自
分
の
泳
げ
る
力
を
考
え

て
、
深
い
所
や
速
く
ま
で
泳
い

で
い
か
な
い
。

四
、
水
泳
場
所

①
プ
l
ル
や

決
め
ら
れ
た
場

所
で
泳
ぐ
。(プ

ー
ル
で
も
危
険

は
あ
り
ま
す
)

②
海
、
川、
た

め
池
な
ど
で
泳

ぐ
と
き
は
、
「
い

つ
も
の
あ
の
場

所
だ
か
ら
」
と

い
う
簡
単
な
考

え
は
非
常
に
危

険
で
す
。
海
、

川
、
た
め
池
等

の
底
は
い
つ
も

変
化
し
て
い
る

も
の
で
す
。
特

に
泳
ぐ
力
の
弱

い
児
童
生
徒
に

は
保
護
者
の
方

々
の
ト
分
な
配

慮
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
気

を
つ
け
で
、
水

の
事
故
の
な
い

楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

(県教委保健体育課調べ)

事故者 発生日時(ff船) 発生場所 事故の概要

小学 1年生 4月14円(日) 青森市 川に掛かる僑で遊んでいる途中、誤
(見) 12 : 40頃 西滝川 って深さ 2mの川に転落し、溺れた。

両校1年生 7月28円(日) 束通キ! 遊泳禁止場所で遊泳中に、深みには
(男) 12 : 40頃 海 j山平 まって溺れた。

中学1年生 8月12日(月) 八戸市 海岸で遊泳中、波にさらわれて溺れ
(男) 14: 15頃 海 1山芋 た。

r~l校 3 年生 8月12日(月) 上北町 沖合いでボート遊び中、流されたオ
(男) 16 : 30頃 湖水浴場 ールを1"1収するため糊に人り、溺れた。

高校1年生 8月20Fl (火) 八戸市 告11活動の練習後、海に人り、深みに
(男) 15: 20頃 海 序""' はまって溺れた。

。平成3年の児童生徒の水死事故概要
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